
○
社
会
労
働
委
員
会

番
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

先議院

提
　
出

月
　
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

9

地
域
雇
用
開
発
等
促
進
法
案

衆

六
二
、
二
、
四

六
二
、
三
、
二
三

　
　
（
予
）

　
六
二
、
三
、
二
七

可
　
　
決

　
六
二
、
三
、
二
七

可
　
　
決

六
二
、
三
、
一
七

六
二
、
三
、
二
五

可
　
　
決

六
二
、
三
、
二
五

可
　
　
決

　
　

 

2
6

身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案

"

二
、
一
二

二
、
一
二

（
予
）

　
　
　
五
、
二
一

可
　
　
決

　
　
　
五
、
二
二

可
　
　
決

二
、
一
二
　
　
五
、
一
五

可
　
　
決

　
　
五
、
一
五

可
　
　
決

　
　

2
7

勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案

"

二
、
一
二

二
、
二
三

（
予
）

二
、
一
二

未
　
　
　
　
　
　
　
了

　
　3

3

年
金
財
政
基
盤
強
化
の
た
め
の
年
金
福
祉
事
業
団
の

業
務
の
特
例
及
び
国
庫
納
付
金
の
納
付
に
関
す
る
法

律
案

"

二
、
一
三

四
、
一
三

（
予
）

　
　
　
五
、
二
二

可
　
　
決

　
　
　
五
、
二
五

可
　
　
決

二
、
三

　
　
五
、
一
四

修
　
　
正

　
　
五
、
一
五

修
　
　
正

　
　4

1

医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
基
金
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案

"

二
、
一
六

二
、
一
六

（
予
）

　
　
　
五
、
二
二

可
　
　
決

　
　
　
五
、
二
五

可
　
　
決

二
、
一
六

　
　
五
、
一
五

可
　
　
決

　
　
五
、
一
五

可
　
　
決

　
　4

5

児
童
扶
養
手
当
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

"

二
、
一
七

二
、
一
七

（
予
）

　
　
　
五
、
二
六

可
　
　
決

　
　
　
五
、
二
七

可
　
　
決

二
、
一
七

　
　
五
、
一
五

修
　
　
正

　
　
五
、
二
〇

修
　
　
正

　
　4

6

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
特
別
措
置
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

"

二
、
一
七

二
、
一
七

（
予
）

　
　
　
五
、
二
六

可
　
　
決

　
　
　
五
、
二
七

可
　
　
決

二
、
一
七

　
　
五
、
一
五

修
　
　
正

　
　
五
、
二
〇

修
　
　
正



番
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

先議院

提
　
出

月
　
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

　
　4

7

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案

衆

六
二
、
二
、
一
七

六
二
、
二
、
一
七

　
　
（
予
）

六
二
、
五
、
二
六

可
　
　
決

六
二
、
五
、
二
七

可
　
　
決

六
二
、
二
、
一
七

　
六
二
、
五
、
一
五

修
　
　
正

　
六
二
、
五
、
二
〇

修
　
　
正

6
8

外
国
医
師
又
は
外
国
歯
科
医
師
が
行
う
臨
床
修
練
に

係
る
医
師
法
第
十
七
条
及
び
歯
科
医
師
法
第
十
七
条

の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
案

参

三
、
一
九

三
、
一
九

　
　
五
、
一
八

可
　
　
決

　
　
五
、
二
〇

可
　
　
決

三
、
一
九

（
予
）

　
　
五
、
二
一

可
　
　
決

　
　
五
、
二
一

可
　
　
決

　
9
1

臨
床
工
学
技
士
法
案　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

衆

四
、
二
一

四
、
二
一

（
予
）

　
　
五
、
二
六

可
　
　
決

　
　
五
、
二
七

可
　
　
決

四
、
二
一

　
　
五
、
一
五

可
　
　
決

　
　
五
、
二
〇

可
　
　
決

　
9
2

義
肢
装
具
士
法
案

"

四
、
二
一

四
、
二
一

（
予
）

　
　
五
、
二
六

可
　
　
決

　
　
五
、
二
七

可
　
　
決

四
、
二
一

　
　
五
、
一
五

可
　
　
決

　
　
五
、
二
〇

可
　
　
決

9
5 9

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
案

参

四
、
二
八

四
、
二
八

　
　
五
、
一
八

可
　
　
決

　
　
五
、
二
〇

可
　
　
決

四
、
二
八

（
予
）

　
　
五
、
二
一

可
　
　
決

　
　
五
、
二
一

可
　
　
決

本
院
議
員
提
出
法
律
案
（
二
件
）

番
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

提
　
出
　
者

（
月
　
　
　
日
）

予
備
送

付
月
日

衆
へ
提

出
月
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

１

林
業
労
働
法
案

村
沢
　
牧
君

外
　
　
一
　
　
名

　
（
六
二
、
四
、
二
四
）

六
二
、
四
、
二
八

六
二
、
四
、
二
四

未
　
　
　
　
　
　
　
了

六
二
、
四
、
二
八

　
　
（
予
）

４

戦
時
災
害
援
護
法
案

浜
本
万
三
君

外
　
三
　
　
名

　
　
　
（
五
、
二
一
）

五
、
二
五

五
、
二
一
三

未
　
　
　
　
　
　
　
了

五
、
二
五

（
予
）



衆
議
院
議
員
提
出
法
律
案
（
六
件
）

番
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

提
　
出
　
者

（
月
　
　
　
日
）

予
備
送

付
月
日

本
院
へ
提

出
月
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

７

雇
用
対
策
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案

村
山
富
市
君

外
　
六
　
　
名

　
（
六
二
、
三
、
三
〇
）

六
二
、
四
、
二

六
二
、
四
、
二

　
　
（
予
）

六
二
、
四
、
二

継
　
続
　
審
　
査

8

雇
用
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案

池
端
清
一
君

外
　
六
　
名

　
　
　
（
三
、
三
〇
）

四
、
二

四
、
二

（
予
）

四
、
二

継
　
続
　
審
　
査

9

雇
用
保
険
法
に
基
づ
く
失
業
給
付
等
に

つ
い
て
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
案

中
沢
健
次
君

外
　
六
　
　
名

　
　
　
（
三
、
三
〇
）

四
、
二

四
、
二

（
予
）

四
、
二

継
　
続
　
審
　
査

　
　1

0

短
期
労
働
者
及
び
短
時
間
労
働
者
の
保

護
に
関
す
る
法
律
案

永
井
孝
信
君

外
　
六
　
名

　
　
　
（
三
、
三
〇
）

四
、
二

四
、
二

（
予
）

四
、
二

継
　
続
　
審
　
　
査

　
1
4

原
子
爆
弾
被
爆
者
等
援
護
法
案

田
口
健
二
君

外
　
　
五
　
　
名

　
　
　
（
五
、
一
三
）

五
、
一
五

五
、
一
五

（
予
）

五
、
一
五

　
六
二
、
五
、
一
五

撤
　
　
　
回

（
委
員
会
許
可

　
1
5

勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案

社
会
労
働
委
員
長

　
　
　
　
（
五
、
一
五
）

五
、
一
五

六
二
、
五
、
一
五

五
、
一
五

（
予
）

六
二
、
五
、
二
一

可
　
　
決

六
二
、
五
、
二
二

可
　
　
決

六
二
、
五
、
一
五

可
　
　
決



国
会
の
承
認
を
求
め
る
の
件
（
一
件
）

番
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

先議院

提
　
出

月
　
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

２

地
方
自
治
法
第
百
五
十
六
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
公
共
職
業
安
定
所
及
び
そ
の
出
張
所
の
設
置
等

に
関
し
承
認
を
求
め
る
の
件

衆

六
二
、
五
、
一
二

六
二
、
五
、
一
二

　
　
（
予
）

六
二
、
五
、
二
一

承
　
　
認

六
二
、
五
、
二
二

承
　
　
認

六
二
、
五
、
一
二 　

六
二
、
五
、
一
五

承
　
　
認

　
六
二
、
五
、
一
五

承
　
　
認

地
域
雇
用
開
発
等
促
進
法
案
（
閣
法
第
九
号
）

要
旨　

本
法
律
案
は
、
最
近
に
お
け
る
地
域
別
の
雇
用
失
業
情
勢
に
か
ん

が
み
、
地
域
雇
用
開
発
の
た
め
の
措
置
ま
た
は
失
業
の
予
防
・
再
就
職

促
進
等
の
た
め
の
特
別
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な

内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
こ
の
法
律
で
対
象
と
す
る
地
域
は
三
つ
の
地
域
と
し
、
「
雇
用

　
開
発
促
進
地
域
」
は
、
求
職
者
が
多
数
居
住
し
、
相
当
程
度
に
雇

　
用
機
会
が
不
足
し
て
い
る
地
域
を
、
「
特
定
雇
用
開
発
促
進
地
域
」

　
は
、
雇
用
開
発
促
進
地
域
の
う
ち
経
済
上
の
理
由
に
よ
り
事
業
規

　
模
の
縮
小
等
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
雇
用
状
況
が
著
し
く
悪
化
し
て

　
い
る
地
域
を
、
「
緊
急
雇
用
安
定
地
域
」
は
、
経
済
的
事
情
の
著

　
し
い
変
化
に
よ
り
事
業
規
模
の
縮
小
等
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
雇
用

　
状
況
が
急
速
に
悪
化
し
て
い
る
地
域
を
、
そ
れ
ぞ
れ
指
定
す
る
こ
と
。

二
、
労
働
大
臣
は
地
域
雇
用
開
発
指
針
を
策
定
す
る
も
の
と
し
、
都

　
道
府
県
は
雇
用
開
発
促
進
地
域
ご
と
に
地
域
雇
用
開
発
計
画
を
策

　
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

三
、
雇
用
開
発
促
進
地
域
に
つ
い
て
、
事
業
所
を
設
置
ま
た
は
整
備
し

　
求
職
者
を
雇
い
入
れ
る
事
業
主
に
対
し
助
成
・
援
助
を
行
う
ほ
か
、

　
雇
用
促
進
事
業
団
の
行
う
施
設
設
置
に
関
す
る
特
別
の
配
慮
、
職

　
業
訓
練
の
機
動
的
実
施
、
職
業
紹
介
の
積
極
的
実
施
等
の
施
策
を

　
実
施
す
る
こ
と
。



四
、
特
定
雇
用
開
発
促
進
地
域
に
つ
い
て
、
三
の
施
策
の
ほ
か
、
事
業

　
所
を
設
置
ま
た
は
整
備
し
離
職
者
を
雇
い
入
れ
る
事
業
主
に
つ
い

　
て
特
別
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
職
業
訓
練
施
設
に
係
る
資

　
金
貸
し
付
け
、
失
業
の
予
防
等
の
た
め
の
助
成
・
援
助
、
事
業
主

　
に
対
す
る
雇
用
の
安
定
の
た
め
の
要
請
、
職
業
訓
練
に
係
る
特
別

　
の
措
置
、
雇
用
保
険
等
の
失
業
給
付
の
延
長
、
公
共
事
業
へ
の
就

　
労
促
進
、
広
域
職
業
紹
介
活
動
の
命
令
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

五
、
緊
急
雇
用
安
定
地
域
に
つ
い
て
、
失
業
の
予
防
等
の
た
め
の
助

　
成
・
援
助
、
雇
用
保
険
等
の
失
業
給
付
の
延
長
、
職
業
訓
練
の
機

　
動
的
実
施
、
職
業
紹
介
の
積
極
的
実
施
等
の
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
。

六
、
こ
の
法
律
は
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。

委
員
長
報
告

　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
地
域
雇
用
開
発
等
促
進
法
案
に
つ

き
ま
し
て
、
社
会
労
働
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
並
び
に
結
果

を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
法
律
案
は
、
最
近
に
お
け
る
地
域
別
の
雇
用
失
業
情
勢
に
か
ん

が
み
、
地
域
雇
用
開
発
の
た
め
の
措
置
、
失
業
の
予
防
、
再
就
職
促

進
等
の
た
め
の
特
別
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
主
な
内
容
は
、
ま
ず
第
一
に
、
求
職
者
が
多
数
居
住
し
、
か

つ
求
職
者
の
数
に
比
し
雇
用
機
会
が
相
当
程
度
に
不
足
し
て
い
る
地

域
を
雇
用
開
発
促
進
地
域
と
し
て
指
定
し
、
こ
の
地
域
に
つ
い
て
は
、

事
業
所
を
設
置
し
、
ま
た
は
整
備
し
て
求
職
者
を
雇
い
入
れ
る
事
業

主
に
対
し
助
成
及
び
援
助
等
の
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
。

　
第
二
に
、
雇
用
開
発
促
進
地
域
の
う
ち
経
済
上
の
理
由
に
よ
り
事

業
規
模
の
縮
小
等
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
雇
用
に
関
す
る

状
況
が
著
し
く
悪
化
し
て
い
る
地
域
を
特
定
雇
用
開
発
促
進
地
域
と

し
て
指
定
し
、
こ
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
雇
用
開
発
促
進
地
域
に
係

る
施
策
の
ほ
か
、
事
業
所
を
設
置
し
、
ま
た
は
整
備
し
て
離
職
者
を

雇
い
入
れ
る
事
業
主
に
対
し
特
別
の
措
置
等
を
講
ず
る
こ
と
。

　
第
三
に
、
経
済
的
事
情
の
著
し
い
変
化
に
よ
り
事
業
規
模
の
縮
小

等
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
い
雇
用
に
関
す
る
状
況
が
急
速
に

悪
化
し
て
い
る
地
域
を
緊
急
雇
用
安
定
地
域
と
し
て
指
定
し
、
こ
の

地
域
に
つ
い
て
は
、
失
業
の
予
防
等
の
た
め
の
助
成
及
び
援
助
等
の

施
策
を
実
施
す
る
こ
と
。

　
第
四
に
、
労
働
大
臣
は
地
域
雇
用
開
発
指
針
を
策
定
す
る
も
の
と

し
、
都
道
府
県
は
雇
用
開
発
促
進
地
域
ご
と
に
地
域
雇
用
開
発
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
等
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
内
需
拡
大
等
経
済
政
策
の
問
題
、
今



後
の
雇
用
失
業
情
勢
と
こ
れ
に
対
応
す
る
対
策
、
い
わ
ゆ
る
三
十
万

人
雇
用
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
問
題
、
地
域
指
定
の
機
動
的
弾
力
的
運

用
、
非
指
定
地
域
に
お
け
る
企
業
の
問
題
、
造
船
業
に
お
け
る
雇
用

対
策
、
障
害
者
の
雇
用
対
策
等
の
諸
問
題
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
つ
て
御
承
知
願
い
ま
す
。

　
質
疑
を
終
了
し
、
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
全

会
一
致
を
も
つ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
、
附
帯
決
議
が
全
会
一
致
を
も
つ
て
付

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
二
六

号
）

要
旨　

本
法
律
案
は
、
障
害
者
の
雇
用
に
関
す
る
状
況
に
か
ん
が
み
、
障

害
者
の
雇
用
に
関
す
る
状
況
に
か
ん
が
み
、
障
害
者
の
雇
用
の
促
進

及
び
そ
の
職
業
の
安
定
を
図
る
た
め
、
障
害
者
に
対
す
る
職
業
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
総
合
的
・
効
果
的
な
推
進
、
精
神
薄
弱
者
に
対

す
る
身
体
障
害
者
雇
用
調
整
金
制
度
の
適
用
の
特
例
等
の
措
置
を
講

ず
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
法
律
の
題
名
を
「
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
」
か
ら
「
障
害
者

　
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
へ
と
改
め
る
と
と
も
に
、
基

　
本
的
理
念
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
こ
と
。

二
、
雇
用
率
制
度
等
を
除
き
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
上
の
施
策
の

　
対
象
を
す
べ
て
の
障
害
者
に
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
企
業
に
在
職

　
中
に
障
害
者
と
な
つ
た
労
働
者
の
雇
用
継
続
の
た
め
の
助
成
、
雇

　
用
さ
れ
て
い
る
障
害
者
及
び
事
業
主
に
対
す
る
助
言
・
指
導
等
の

　
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三
、
雇
用
義
務
等
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
当
た
つ
て
は
、
精
神

　
薄
弱
者
で
あ
る
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
と
き
に
は
そ
の
数
に
相

　
当
す
る
身
体
障
害
者
で
あ
る
労
働
者
を
雇
い
入
れ
た
も
の
と
み
な

　
し
、
納
付
金
制
度
上
も
、
精
神
薄
弱
者
で
あ
る
労
働
者
を
身
体
障

　
害
者
で
あ
る
労
働
者
と
み
な
し
て
、
身
体
障
害
者
雇
用
調
整
金
・

　
報
奨
金
を
支
給
す
る
こ
と
。

四
、
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
そ
の
原
則
等
を
法
律

　
上
規
定
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
雇
用
促
進
事
業
団
、
身
体
障

　
害
者
雇
用
促
進
協
会
等
多
岐
の
団
体
に
お
い
て
設
置
ま
た
は
運
営

　
さ
れ
て
き
た
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
係
す
る
施
設
を
障
害

　
者
職
業
セ
ン
タ
ー
と
し
て
法
律
上
位
置
づ
け
、
こ
の
設
置
運
営
の



　
業
務
を
日
本
障
害
者
雇
用
促
進
協
会
に
お
い
て
一
元
的
に
実
施
す

　
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。

五
、
こ
の
法
律
は
、
企
業
に
在
職
中
に
障
害
者
と
な
つ
た
者
の
雇
用

　
継
続
の
た
め
の
助
成
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
は
昭
和
六
十
二
年
七

　
月
一
日
か
ら
、
他
の
部
分
に
つ
い
て
は
昭
和
六
十
三
年
四
月
一
日

　
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。

委
員
長
報
告

　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
二
法
律
案
及
び
承
認
案
件
に
つ
き

ま
し
て
、
社
会
労
働
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
並
び
に
結
果
を

御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
、
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の

主
な
内
容
は
、
第
一
に
、
法
律
の
題
名
を
「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進

等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
こ
と
。
第
二
に
、
雇
用
率
制
度
等
を

除
き
法
律
の
対
象
を
す
べ
て
の
障
害
者
に
拡
大
す
る
こ
と
。
第
三
に
、

雇
用
さ
れ
て
い
る
精
神
薄
弱
者
に
つ
き
、
雇
用
率
制
度
上
身
体
障
害

者
を
雇
用
す
る
場
合
と
同
様
に
取
り
扱
う
こ
と
。
第
四
に
、
障
害
者

に
対
す
る
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
総
合
的
・
効
果
的
な
推
進

の
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
等
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
地
方
自
治
法
第
百
五
十
六
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

公
共
職
業
安
定
所
及
び
そ
の
出
張
所
の
設
置
等
に
関
し
承
認
を
求
め

る
の
件
は
、
横
浜
南
公
共
職
業
安
定
所
ほ
か
公
共
職
業
安
定
所
及
び

そ
の
出
張
所
七
ヵ
所
の
設
置
等
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
国
会
の
承

認
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の

主
な
内
容
は
、
勤
労
者
財
産
形
成
持
家
個
人
融
資
の
貸
し
付
け
限
度

額
を
引
き
上
げ
る
こ
と
、
勤
労
者
財
産
形
成
持
家
融
資
に
係
る
貯
蓄

期
間
の
要
件
を
緩
和
す
る
こ
と
等
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
以
上
三
件
を
一
括
議
題
と
し
て
審
議

を
進
め
、
法
定
雇
用
率
の
達
成
状
況
、
精
神
薄
弱
者
に
関
す
る
雇
用

義
務
、
精
神
障
害
者
の
雇
用
対
策
等
の
諸
問
題
に
つ
い
て
質
疑
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
つ
て
御
承
知
願
い
ま
す

　
質
疑
を
終
了
し
、
ま
ず
、
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
諮
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
討
論
は
な
く
、
本

法
律
案
は
全
会
一
致
を
も
つ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
地
方
自
治
法
第
百
五
十
六
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

公
共
職
業
安
定
所
及
び
そ
の
出
張
所
の
設
置
等
に
関
し
承
認
を
求
め

る
の
件
に
つ
い
て
諮
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
よ
り
本
件
を

承
認
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
討
論



を
終
わ
り
、
採
決
の
結
果
、
本
件
は
多
数
を
も
つ
て
承
認
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

に
つ
い
て
諮
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
討
論
は
な
く
、
本
法
律
案
は
全
会

一
致
を
も
つ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
身
体
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に

対
し
、
附
帯
決
議
が
全
会
一
致
を
も
つ
て
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

年
金
財
政
基
盤
強
化
の
た
め
の
年
金
福
祉
事
業
団
の
業
務
の
特
例
及
び

国
庫
納
付
金
の
納
付
に
関
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
三
三
号
）

要
旨　

本
法
律
案
は
、
厚
生
年
金
保
険
事
業
及
び
国
民
年
金
事
業
の
財
政

基
盤
の
強
化
に
資
す
る
た
め
、
年
金
福
祉
事
業
団
が
長
期
借
入
金
等

に
よ
る
資
金
の
運
用
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
に
よ
り
生
じ
た
積
立
金
を
国
庫
に
納
付
す
る
こ
と
と
す
る

も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
年
金
福
祉
事
業
団
の
業
務
の
特
例

　
１
　
年
金
福
祉
事
業
団
（
以
下
「
事
業
団
」
と
い
う
。
）
は
、
長

　
期
借
入
金
の
借
り
入
れ
等
の
方
法
で
政
府
か
ら
調
達
し
た
資
金

　
の
運
用
を
行
い
、
こ
れ
に
よ
る
積
立
金
の
管
理
を
行
う
こ
と
を

　
そ
の
業
務
と
す
る
こ
と
。

２
　
１
の
資
金
の
運
用
は
、
国
債
等
の
有
価
証
券
の
取
得
、
金
銭

　
信
託
（
運
用
方
法
を
特
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
、
生
命
保
険

　
　
（
被
保
険
者
の
所
定
の
時
期
に
お
け
る
生
存
を
保
険
金
の
支
払

　
い
事
由
と
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
保
険
料
の
払
い
込
み
等
の

　
方
法
に
よ
り
安
全
か
つ
効
率
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

３
　
事
業
団
は
、
１
の
業
務
に
係
る
経
理
に
つ
い
て
は
、
特
別
の

　
勘
定
を
設
け
て
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

二
、
国
庫
納
付
金
の
納
付

　
事
業
団
は
、
毎
事
業
年
度
、
積
立
金
の
う
ち
一
定
の
割
合
の
金

額
を
、
厚
生
保
険
特
別
会
計
年
金
勘
定
ま
た
は
国
民
年
金
特
別
会

計
国
民
年
金
勘
定
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

三
、
施
行
期
日

　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
（
衆
議
院
修

正
）
。
た
だ
し
、
事
業
団
の
昭
和
六
十
六
事
業
年
度
ま
で
の
各
事
業

年
度
に
お
い
て
は
、
二
は
適
用
し
な
い
こ
と
。



委
員
長
報
告

　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
二
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
社
会

労
働
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。

　
ま
ず
、
年
金
財
政
基
盤
強
化
の
た
め
の
年
金
福
祉
事
業
団
の
業
務

の
特
例
及
び
国
庫
納
付
金
の
納
付
に
関
す
る
法
律
案
の
主
な
内
容
は
、

年
金
福
祉
事
業
団
が
、
新
た
に
長
期
借
入
金
等
に
よ
る
資
金
の
運
用

等
を
行
い
、
こ
れ
に
よ
り
生
じ
た
積
立
金
を
国
庫
に
納
付
す
る
こ
と

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
基
金
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
の
主
な
内
容
は
、
基
金
の
名
称
を
医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
・

研
究
振
興
基
金
と
改
め
、
基
金
は
、
従
来
か
ら
の
業
務
に
加
え
、
民

間
に
お
い
て
行
わ
れ
る
医
薬
品
技
術
等
に
関
す
る
試
験
研
究
に
必
要

な
資
金
の
出
資
及
び
融
資
そ
の
他
の
業
務
を
行
う
こ
と
と
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
両
案
を
一
括
議
題
と
し
て
審
議
を
進

め
、
年
金
積
立
金
の
自
主
運
用
の
拡
大
、
資
金
運
用
へ
の
被
保
険
者

の
意
見
の
反
映
、
研
究
振
興
基
金
業
務
の
運
営
、
血
液
製
剤
に
よ
る

エ
イ
ズ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
者
の
救
済
等
の
諸
問
題
に
つ
い
て
質
疑
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
つ
て
御
承
知
願
い
ま
す
。

　
質
疑
を
終
了
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
よ

り
両
案
に
対
し
、
反
対
す
る
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
討
論

を
終
わ
り
、
順
次
採
決
の
結
果
、
両
案
は
い
ず
れ
も
多
数
を
も
つ
て

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
両
案
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
基
金
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法

第
四
一
号
）

要
旨　

本
法
律
案
は
、
最
近
の
急
速
な
技
術
革
新
の
動
向
を
踏
ま
え
て
、

国
民
の
健
康
の
保
持
増
進
に
寄
与
す
る
医
薬
品
等
の
生
産
等
に
関
す

る
技
術
の
開
発
を
振
興
す
る
た
め
、
民
間
に
お
い
て
行
わ
れ
る
当
該

技
術
に
関
す
る
試
験
研
究
に
必
要
な
資
金
の
出
資
及
び
融
資
等
を
行

う
制
度
を
創
設
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

一
、
題
名
、
名
称
の
改
正

　
　
法
律
の
題
名
を
「
医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
・
研
究
振
興
基
金



法
」
に
改
め
る
こ
と
。

　
医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
基
金
の
名
称
を
医
薬
品
副
作
用
被
害

救
済
・
研
究
振
興
基
金
（
以
下
「
基
金
」
と
い
う
。
）
に
改
め
る

こ
と
。

二
、
目
的
の
追
加

　
従
来
の
副
作
用
被
害
の
迅
速
な
救
済
と
い
う
目
的
に
、
新
た
に

医
薬
品
技
術
等
に
関
す
る
試
験
研
究
の
促
進
に
関
す
る
業
務
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
民
間
の
行
う
国
民
の
健
康
の
保
持
増
進
に
寄
与

す
る
医
薬
品
等
に
関
す
る
技
術
の
開
発
を
振
興
し
、
も
つ
て
国
民

保
健
の
向
上
に
資
す
る
と
い
う
目
的
を
追
加
す
る
こ
と
。

三
、
資
本
金
等

　
基
金
は
研
究
振
興
業
務
を
行
う
た
め
の
資
本
金
を
有
す
る
こ
と

と
し
、
そ
の
た
め
の
資
金
と
し
て
政
府
及
び
民
間
か
ら
出
資
を
受

け
入
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
基
金
は
、
従
来
か
ら
の
医
薬
品
副
作
用

被
害
の
救
済
業
務
と
研
究
振
興
業
務
と
の
経
理
を
区
分
し
、
別
個

の
勘
定
を
設
け
る
こ
と
。

四
、
業
務

　
基
金
は
、
二
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
民
間
に
お
い
て
行
わ

れ
る
医
薬
品
技
術
に
関
す
る
試
験
研
究
に
つ
い
て
、
必
要
な
資
金

の
出
資
及
び
貸
し
付
け
を
は
じ
め
そ
の
促
進
の
た
め
に
必
要
な
業

務
を
行
う
こ
と
。

五
、
施
行
期
日

　
こ
の
法
律
は
、
昭
和
六
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
基
金
の
定
款
の
変
更
及
び
出

資
の
募
集
等
に
関
す
る
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。

委
員
長
報
告

一
〇
一
ペ
ー
ジ
参
照

児
童
扶
養
手
当
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
四
五
号
）

要
旨　

本
法
律
案
は
、
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障

害
者
手
当
、
老
齢
福
祉
年
金
等
の
額
の
引
き
上
げ
等
を
行
う
と
と
も

に
、
特
例
と
し
て
拠
出
制
国
民
年
金
及
び
厚
生
年
金
の
物
価
ス
ラ
イ

ド
を
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
児
童
扶
養
手
当
に
関
す
る
事
項

　
児
童
扶
養
手
当
の
額
を
児
童
一
人
の
場
合
月
額
三
万
三
千
七
百

円
か
ら
三
万
三
千
九
百
円
に
、
児
童
二
人
の
場
合
月
額
三
万
八
千

七
百
円
か
ら
三
万
八
千
九
百
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
る
こ
と
。



二
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
に
関
す
る
事
項

１
　
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
額
を
障
害
児
一
人
に
つ
き
月
額
二
万

　
七
千
二
百
円
か
ら
二
万
七
千
四
百
円
に
、
重
度
障
害
児
一
人
に

　
つ
き
月
額
四
万
八
百
円
か
ら
四
万
千
百
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き

　
上
げ
る
こ
と
。

2
　
　
障
害
児
福
祉
手
当
及
び
経
過
的
福
祉
手
当
の
額
を
月
額
一
万

　
千
五
百
五
十
円
か
ら
一
万
千
六
百
五
十
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

３
　
特
別
障
害
者
手
当
の
額
を
月
額
二
万
八
百
円
か
ら
二
万
九
百

　
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

三
、
拠
出
制
国
民
年
金
及
び
厚
生
年
金
保
険
に
関
す
る
事
項

１
　
物
価
ス
ラ
イ
ド
の
特
例
措
置

　
　
拠
出
制
国
民
年
金
及
び
厚
生
年
金
保
険
に
つ
い
て
、
昭
和
六

　
十
二
年
度
に
お
い
て
、
特
例
と
し
て
昭
和
六
十
一
年
の
消
費
者

　
物
価
上
昇
率
に
応
じ
た
年
金
額
の
改
定
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

2
　
　
支
払
い
期
月
の
変
更

　
　
旧
国
民
年
金
法
に
よ
る
老
齢
年
金
に
つ
い
て
、
二
月
、
四
月
、

　
六
月
、
八
月
、
十
月
及
び
十
二
月
の
年
六
回
支
払
い
に
支
払
い

　
期
月
を
変
更
す
る
こ
と
。

四
、
老
齢
福
祉
年
金
に
関
す
る
事
項

老
齢
福
祉
年
金
の
額
を
月
額
二
万
七
千
二
百
円
か
ら
二
万
七
千

　
四
百
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

五
、
施
行
期
日

　
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
額
の
引
き
上
げ
及
び

　
物
価
ス
ラ
イ
ド
の
特
例
措
置
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
昭
和

　
六
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
こ
と
（
衆
議
院
修
正
）
。
た

　
だ
し
、
旧
国
民
年
金
法
に
よ
る
老
齢
年
金
に
係
る
支
払
い
期
月
の

　
変
更
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。

委
員
長
報
告

　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
五
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
社
会

労
働
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。

　
ま
ず
、
児
童
扶
養
手
当
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
外
二
件

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
児
童
扶
養
手
当
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
内
容
は
、
児

童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
、
老
齢
福

祉
年
金
等
の
額
を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
拠
出
制
国
民
年
金
及
び

厚
生
年
金
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
の
特
例
措
置
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の



一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
内
容
は
、
医
療
特
別
手
当
、
そ
の
他
の

手
当
の
額
を
引
き
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
の
内
容
は
、
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
等
の
額
を
引
き
上
げ
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
以
上
三
案
を
一
括
議
題
と
し
て
審
議

を
進
め
、
原
爆
被
爆
者
実
態
調
査
の
施
策
へ
の
反
映
、
年
金
支
給
開

始
年
齢
の
引
き
上
げ
、
国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度
の
運
用
、
中
国

残
留
孤
児
帰
国
者
の
受
け
入
れ
・
定
着
対
策
等
の
諸
問
題
に
つ
い
て

質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
つ
て
御
承
知

願
い
ま
す
。

　
質
疑
を
終
了
し
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
内
藤
委
員

よ
り
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
討
論
は
な
く
、
児
童
扶
養
手
当
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

及
び
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
順
次
採
決
の
結
果
、
両
案
は
、
全
会

一
致
を
も
つ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
に
つ
い
て
諮
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
提
出
の
修

正
案
は
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
、
本
法
律
案
は
、
全
会
一
致
を
も
つ

て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
及
び
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
し
、
附
帯
決
議
が
全
会
一
致
を
も

つ
て
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
臨
床
工
学
技
士
法
案
外
一
件
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
臨
床
工
学
技
士
法
案
並
び
に
義
肢
装
具
士
法
案
の
内
容
は
、
そ
れ

ぞ
れ
、
新
た
に
、
臨
床
工
学
技
士
、
義
肢
装
具
士
の
資
格
を
定
め
る

と
と
も
に
、
そ
の
業
務
が
適
正
に
運
用
さ
れ
る
よ
う
に
規
律
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
両
案
を
一
括
議
題
と
し
て
審
議
を
進

め
、
養
成
体
制
の
整
備
、
医
療
関
係
者
の
連
携
等
の
諸
問
題
に
つ
い

て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
つ
て
御
承

知
願
い
ま
す
。

　
質
疑
を
終
了
し
、
討
論
は
な
く
、
順
次
採
決
の
結
果
、
両
案
は
、

全
会
一
致
を
も
つ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
両
案
に
対
し
、
附
帯
決
議
が
全
会
一
致
を
も
つ
て
付
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。



原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
（
閣
法
第
四
六
号
）

要
旨　

本
法
律
案
は
、
原
子
爆
弾
の
被
爆
者
の
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、

医
療
特
別
手
当
、
特
別
手
当
、
原
子
爆
弾
小
頭
症
手
当
、
健
康
管
理

手
当
及
び
保
健
手
当
の
額
を
引
き
上
げ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
医
療
特
別
手
当
の
額
の
引
き
上
げ

　
　
原
子
爆
弾
被
爆
者
の
医
療
等
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
、

　
原
子
爆
弾
の
傷
害
作
用
に
起
因
す
る
負
傷
ま
た
は
疾
病
の
状
態
に

　
あ
る
旨
の
厚
生
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
被
爆
者
で
あ
つ
て
、
現
に

　
当
該
負
傷
ま
た
は
疾
病
の
状
態
に
あ
る
も
の
に
支
給
す
る
医
療
特

　
別
手
当
の
額
を
、
月
額
十
一
万
八
百
円
か
ら
十
一
万
千
六
百
円
に

　
引
き
上
げ
る
こ
と
。

二
、
特
別
手
当
の
額
の
引
き
上
げ

　
　
原
子
爆
弾
被
爆
者
の
医
療
等
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
、

　
原
子
爆
弾
の
傷
害
作
用
に
起
因
す
る
負
傷
ま
た
は
疾
病
の
状
態
に

　
な
い
も
の
に
支
給
す
る
特
別
手
当
の
額
を
、
月
額
四
万
八
百
円
か

　
ら
四
万
千
百
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

三
、
原
子
爆
弾
小
頭
症
手
当
の
額
の
引
き
上
げ

　
原
子
爆
弾
の
放
射
能
の
影
響
に
よ
る
小
頭
症
の
患
者
に
支
給
す

る
原
子
爆
弾
小
頭
症
手
当
の
額
を
、
月
額
三
万
八
千
百
円
か
ら
三

万
八
千
四
百
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

四
、
健
康
管
理
手
当
の
額
の
引
き
上
げ

　
原
子
爆
弾
被
爆
者
の
医
療
等
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
被

爆
者
で
あ
つ
て
、
造
血
機
能
障
害
、
肝
臓
機
能
障
害
そ
の
他
の
厚

生
省
令
で
定
め
る
障
害
を
伴
う
疾
病
に
か
か
つ
て
い
る
も
の
に
支

給
す
る
健
康
管
理
手
当
の
額
を
、
月
額
二
万
七
千
二
百
円
か
ら
二

万
七
千
四
百
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

五
、
保
健
手
当
の
額
の
引
き
上
げ

　
厚
生
省
令
で
定
め
る
範
囲
の
身
体
上
の
障
害
の
あ
る
者
等
に
支

給
す
る
保
健
手
当
の
額
を
、
月
額
二
万
七
千
二
百
円
か
ら
二
万
七

千
四
百
円
に
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
以
外
の
者
に
支
給
す

る
保
健
手
当
の
額
を
月
額
一
万
三
千
六
百
円
か
ら
一
万
三
千
七
百

円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

六
、
施
行
期
日

　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
六
十
二
年
四
月

一
日
か
ら
適
用
す
る
こ
と
（
衆
議
院
修
正
）
。



委
員
長
報
告

一
〇
三
ペ
ー
ジ
参
照

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣

法
第
四
七
号
）

要
旨　

本
法
律
案
は
、
戦
傷
病
者
、
戦
没
者
遺
族
等
の
処
遇
の
改
善
を
図

る
た
め
、
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
等
の
額
を
引
き
上
げ
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
の
一
部
改
正

1
　
障
害
年
金
の
額
の
引
き
上
げ

　
障
害
年
金
の
額
を
、
恩
給
法
に
準
じ
て
引
き
上
げ
、
公
務
傷

病
、
第
一
項
症
の
場
合
、
現
行
の
四
百
四
十
六
万
五
千
円
を
昭

和
六
十
二
年
四
月
分
か
ら
四
百
五
十
五
万
四
千
円
に
増
額
す
る

と
と
も
に
、
扶
養
加
給
の
額
に
つ
い
て
も
引
き
上
げ
る
こ
と
等

と
す
る
こ
と
。

２
　
遺
族
年
金
及
び
遺
族
給
与
金
の
額
の
引
き
上
げ

　
遺
族
年
金
及
び
遺
族
給
与
金
の
額
を
、
恩
給
法
に
準
じ
て
引

き
上
げ
、
公
務
死
に
係
る
額
に
つ
い
て
、
現
行
の
百
五
十
一
万

千
円
を
昭
和
六
十
二
年
四
月
分
か
ら
百
五
十
三
万
九
千
円
に
、

昭
和
六
十
二
年
八
月
分
か
ら
百
五
十
四
万
三
千
四
百
円
に
す
る

と
と
も
に
、
障
害
年
金
受
給
者
が
死
亡
（
平
病
死
）
し
た
場
合

に
係
る
額
に
つ
い
て
も
引
き
上
げ
る
こ
と
等
と
す
る
こ
と
。

二
、
施
行
期
日

　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
六
十
二
年
四
月

一
日
か
ら
適
用
す
る
こ
と
（
衆
議
院
修
正
）
。

委
員
長
報
告

一
〇
三
ペ
ー
ジ
参
照

外
国
医
師
又
は
外
国
歯
科
医
師
が
行
う
臨
床
修
練
に
係
る
医
師
法
第
十

七
条
及
び
歯
科
医
師
法
第
十
七
条
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
案
（
閣
法

第
六
八
号
）

要
旨　

本
法
律
案
は
、
医
療
に
関
す
る
知
識
及
び
技
能
の
修
得
を
目
的
と

し
て
我
が
国
に
入
国
し
た
外
国
医
師
ま
た
は
外
国
歯
科
医
師
が
、
そ

の
目
的
を
十
分
に
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
医
師
法
及
び
歯

科
医
師
法
の
特
例
等
を
設
け
、
医
師
ま
た
は
歯
科
医
師
に
よ
る
実
地



の
指
導
監
督
の
下
に
医
業
ま
た
は
歯
科
医
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
臨
床
修
練
の
許
可

１
　
外
国
医
師
ま
た
は
外
国
歯
科
医
師
は
、
医
師
法
第
十
七
条
ま

た
は
歯
科
医
師
法
第
十
七
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
厚
生
大

臣
の
許
可
を
受
け
て
、
臨
床
修
練
（
外
国
医
師
ま
た
は
外
国
歯

科
医
師
が
厚
生
大
臣
の
指
定
す
る
病
院
に
お
い
て
臨
床
修
練
指

導
医
ま
た
は
臨
床
修
練
指
導
歯
科
医
の
実
地
の
指
導
監
督
の
下

に
医
業
ま
た
は
歯
科
医
業
（
政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
を

行
う
こ
と
を
い
う
。
）
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

２
　
厚
生
大
臣
は
、
１
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
医
療
に

　
関
す
る
知
識
及
び
技
能
の
修
得
を
目
的
と
し
て
本
邦
に
入
国
し

　
て
い
る
こ
と
、
外
国
に
お
い
て
医
師
ま
た
は
歯
科
医
師
に
相
当
す

　
る
資
格
を
取
得
し
た
後
三
年
以
上
診
療
し
た
経
験
を
有
す
る
こ

　
と
等
一
定
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
で
な
け
れ

　
ば
、
許
可
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

３
　
許
可
の
有
効
期
間
は
、
許
可
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え

　
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、
厚
生
大
臣
が
定
め
る
期
間
と
す
る
こ
と
。

二
、
臨
床
修
練
指
導
医
及
び
臨
床
修
練
指
導
歯
科
医
の
認
定

1
　
厚
生
大
臣
は
、
医
師
ま
た
は
歯
科
医
師
で
あ
つ
て
医
学
ま
た

は
歯
科
医
学
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
こ

と
等
一
定
の
基
準
に
適
合
す
る
と
認
め
る
者
を
臨
床
修
練
指
導

医
ま
た
は
臨
床
修
練
指
導
歯
科
医
と
し
て
認
定
す
る
も
の
と
す

る
こ
と
。

２
　
臨
床
修
練
指
導
医
ま
た
は
臨
床
修
練
指
導
歯
科
医
は
、
臨
床

　
修
練
を
実
地
に
指
導
監
督
す
る
も
の
と
し
、
指
導
監
督
に
当
た
つ

　
て
は
、
臨
床
修
練
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

三
、
施
行
期
日

　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範

囲
内
で
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。

委
員
長
報
告

　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
二
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
社
会

労
働
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
並
び
に
結
果
を
御
報
告
申
し
上

げ
ま
す
。

　
ま
ず
、
外
国
医
師
又
は
外
国
歯
科
医
師
が
行
う
臨
床
修
練
に
係
る

医
師
法
第
十
七
条
及
び
歯
科
医
師
法
第
十
七
条
の
特
例
等
に
関
す
る

法
律
案
の
主
な
内
容
は
、
医
師
法
及
び
歯
科
医
師
法
の
特
例
等
を
設

け
、
医
療
に
関
す
る
知
識
及
び
技
能
の
修
得
を
目
的
と
し
て
我
が
国



に
入
国
し
た
外
国
医
師
ま
た
は
外
国
歯
科
医
師
が
、
医
師
ま
た
は
歯

科
医
師
に
よ
る
実
地
の
指
導
監
督
の
下
に
医
業
ま
た
は
歯
科
医
業
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
案
の
主
な
内
容
は
、
専

門
的
知
識
・
技
術
を
も
つ
て
寝
た
き
り
老
人
等
の
福
祉
に
関
す
る
相

談
援
助
を
行
う
こ
と
を
業
と
す
る
社
会
福
祉
士
及
び
専
門
的
知
識
・

技
術
を
も
つ
て
寝
た
き
り
老
人
等
の
介
護
等
を
行
う
こ
と
を
業
と
す

る
介
護
福
祉
士
の
資
格
制
度
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
以
上
二
案
を
一
括
議
題
と
し
て
審
議

を
進
め
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
公
的
責
任
、
介
護
と
看
護
と
の

関
係
、
社
会
福
祉
　
と
い
わ
ゆ
る
医
療
福
祉
士
の
業
務
分
野
、
社
会
福

祉
事
業
法
の
抜
本
的
見
直
し
、
精
神
衛
生
鑑
定
医
と
外
国
人
医
師
等

の
諸
問
題
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議

録
に
よ
つ
て
御
承
知
願
い
ま
す
。

　
質
疑
を
終
了
し
、
ま
ず
外
国
医
師
又
は
外
国
歯
科
医
師
が
行
う
臨

床
修
練
に
係
る
医
師
法
第
十
七
条
及
び
歯
科
医
師
法
第
十
七
条
の
特

例
等
に
関
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
諮
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
討
論
は
な

く
、
全
会
一
致
を
も
つ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

　
次
に
、
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
案
に
つ
い
て
諮
り
ま
し

た
と
こ
ろ
、
討
論
は
な
く
、
全
会
一
致
を
も
つ
て
原
案
ど
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
、
附
帯
決
議
が
全
会
一
致
を
も
つ
て
付

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

臨
床
工
学
技
士
法
案
（
閣
法
第
九
一
号
）

要
旨　

本
法
律
案
は
、
臨
床
工
学
技
士
の
資
格
を
定
め
る
と
と
も
に
、
そ

の
業
務
が
適
正
に
運
用
さ
れ
る
よ
う
に
規
律
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ

の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
業
務
等

1
　
臨
床
工
学
技
士
と
は
、
厚
生
大
臣
の
免
許
を
受
け
て
、
臨
床

工
学
技
士
の
名
称
を
用
い
て
、
医
師
の
指
示
の
下
に
、
生
命
維

持
管
理
装
置
の
操
作
（
生
命
維
持
管
理
装
置
の
先
端
部
の
身
体

へ
の
接
続
ま
た
は
身
体
か
ら
の
除
去
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る

も
の
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
保
守
点
検
を
行
う
こ
と
を

業
と
す
る
者
を
い
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

２
　
臨
床
工
学
技
士
は
、
診
療
の
補
助
と
し
て
生
命
維
持
管
理
装



　
置
の
操
作
を
行
う
こ
と
を
業
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

　
る
こ
と
。

３
　
臨
床
工
学
技
士
は
、
そ
の
業
務
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
医

　
師
そ
の
他
の
医
療
関
係
者
と
の
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
適
正
な

　
医
療
の
確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

４
　
臨
床
工
学
技
士
で
な
い
も
の
は
、
臨
床
工
学
技
士
ま
た
は
こ

　
れ
に
紛
ら
わ
し
い
名
称
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
す
る

　
こ
と
。

二
、
免
許
及
び
臨
床
工
学
技
士
国
家
試
験

1
　
臨
床
工
学
技
士
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は
、
臨
床
工
学
技
士
国

　
家
試
験
（
以
下
「
試
験
」
と
い
う
。
）
に
合
格
し
、
厚
生
大
臣

　
の
免
許
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

２
　
試
験
の
受
験
資
格
は
、
高
等
学
校
卒
業
後
、
文
部
大
臣
が
指

　
定
し
た
学
校
ま
た
は
厚
生
大
臣
が
指
定
し
た
臨
床
工
学
技
士
養

　
成
所
に
お
い
て
、
三
年
以
上
臨
床
工
学
技
士
と
し
て
必
要
な
知

　
識
及
び
技
能
を
修
得
し
た
も
の
等
と
す
る
こ
と
。

３
　
厚
生
大
臣
は
、
そ
の
指
定
す
る
者
に
試
験
の
実
施
に
関
す
る

　
事
務
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

三
、
施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範

囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。

委
員
長
報
告

一
〇
三
ペ
ー
ジ
参
照

義
肢
装
具
士
法
案
（
閣
法
第
九
二
号
）

要
旨　

本
法
律
案
は
、
義
肢
装
具
士
の
資
格
を
定
め
る
と
と
も
に
、
そ
の

業
務
が
適
正
に
運
用
さ
れ
る
よ
う
に
規
律
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
業
務
等

１
　
義
肢
装
具
士
と
は
、
厚
生
大
臣
の
免
許
を
受
け
て
、
義
肢
装

　
具
士
の
名
称
を
用
い
て
、
医
師
の
指
示
の
下
に
、
義
肢
及
び
装

　
具
の
装
着
部
位
の
採
型
並
び
に
義
肢
及
び
装
具
の
製
作
及
び
身

　
体
へ
の
適
合
（
以
下
「
義
肢
装
具
の
製
作
適
合
等
」
と
い
う
。
）

　
を
行
う
こ
と
を
業
と
す
る
者
を
い
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

２
　
義
肢
装
具
士
は
、
診
療
の
補
助
と
し
て
義
肢
装
具
の
製
作
適

　
合
等
を
行
う
こ
と
を
業
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。



３
　
義
肢
装
具
士
は
、
そ
の
業
務
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
医
師

　
そ
の
他
の
医
療
関
係
者
と
の
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
適
正
な
医

　
療
の
確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

４
　
義
肢
装
具
士
で
な
い
者
は
、
義
肢
装
具
ま
た
は
こ
れ
に
紛
ら

　
わ
し
い
名
称
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

二
、
免
許
及
び
義
肢
装
具
士
国
家
試
験

1
　
義
肢
装
具
士
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は
、
義
肢
装
具
士
国
家
試

　
験
（
以
下
「
試
験
」
と
い
う
。
）
に
合
格
し
、
厚
生
大
臣
の
免

　
許
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

２
　
試
験
の
受
験
資
格
は
、
高
等
学
校
卒
業
後
、
文
部
大
臣
が
指

　
定
し
た
学
校
ま
た
は
厚
生
大
臣
が
指
定
し
た
義
肢
装
具
士
養
成

　
所
に
お
い
て
、
三
年
以
上
義
肢
装
具
士
と
し
て
必
要
な
知
識
及

　
び
技
能
を
修
得
し
た
も
の
等
と
す
る
こ
と
。

３
　
厚
生
大
臣
は
、
そ
の
指
定
す
る
者
に
試
験
の
実
施
に
関
す
る

　
事
務
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

三
、
施
行
期
日

　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範

囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。

委
員
長
報
告

一
〇
三
ペ
ー
ジ
参
照

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
案
（
閣
法
第
九
五
号
）

要
旨　

本
法
律
案
は
、
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
定
め
て
、

そ
の
業
務
の
適
正
を
図
り
、
も
つ
て
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

一
、
社
会
福
祉
士

１
　
業
務

　
社
会
福
祉
士
と
は
、
専
門
的
知
識
・
技
術
を
も
つ
て
寝
た
き

り
老
人
等
の
福
祉
に
関
す
る
相
談
、
指
導
等
を
行
う
こ
と
を
業

と
す
る
者
を
い
う
こ
と
。

２
　
資
格
要
件

　
大
学
に
お
い
て
厚
生
大
臣
の
指
定
す
る
社
会
福
祉
に
関
す
る

科
目
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
等
で
、
社
会
福
祉
士
試
験
に
合
格

し
た
も
の
は
、
登
録
を
受
け
て
社
会
福
祉
士
と
な
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
。



二
、
介
護
福
祉
士

１
　
業
務

　
介
護
福
祉
士
と
は
、
専
門
的
知
識
・
技
術
を
も
つ
て
寝
た
き

り
老
人
等
の
介
護
等
を
行
う
こ
と
を
業
と
す
る
者
を
い
う
こ
と
。

２
　
資
格
要
件

　
次
の
い
ず
れ
か
の
者
は
登
録
を
受
け
て
介
護
福
祉
士
と
な
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

（
一
）
高
校
卒
業
以
上
の
者
で
、
厚
生
大
臣
の
指
定
す
る
養
成
施

　
設
（
二
年
）
を
卒
業
し
た
も
の
等

（
二
）
介
護
等
の
業
務
に
三
年
以
上
従
事
し
た
者
等
で
介
護
福
祉

　
士
試
験
に
合
格
し
た
も
の

（
3
）
介
護
等
に
係
る
一
定
の
技
能
検
定
の
合
格
者

三
、
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
の
試
験
及
び
登
録

　
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
の
試
験
及
び
登
録
は
、
厚
生
大

臣
の
指
定
す
る
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

四
、
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
の
名
称
の
使
用
制
限
及
び
義
務

　
等

　
社
会
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
に
つ
き
、
名
称
使
用
制
限
の
規
定

の
ほ
か
、
信
用
失
墜
行
為
の
禁
止
及
び
守
秘
義
務
に
関
す
る
規
定

を
設
け
る
こ
と
。

五
、
施
行
期
日

　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範

囲
で
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。

委
員
長
報
告

一
〇
七
ペ
ー
ジ
参
照

勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
衆
第
一
五
号
）

要
旨　

本
法
律
案
は
、
最
近
に
お
け
る
社
会
経
済
情
勢
に
か
ん
が
み
、
勤

労
者
の
持
家
の
取
得
の
一
層
の
促
進
等
を
図
る
た
め
、
勤
労
者
財
産

形
成
持
家
融
資
制
度
を
拡
充
す
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
勤
労
者
財
産
形
成
持
家
個
人
融
資
の
貸
し
付
け
限
度
額
を
、
現

　
行
の
勤
労
者
財
産
形
成
貯
蓄
等
の
五
倍
に
相
当
す
る
額
か
ら
、
十

　
倍
に
相
当
す
る
額
の
範
囲
内
の
一
定
の
額
に
引
き
上
げ
る
も
の
と

　
す
る
こ
と
。

二
、
勤
労
者
財
産
形
成
持
家
融
資
に
係
る
貯
蓄
期
間
の
要
件
を
、
現

　
行
の
三
年
以
上
か
ら
、
一
年
以
上
に
改
め
る
こ
と
。



三
、
勤
労
者
財
産
形
成
持
家
融
資
に
係
る
住
宅
の
分
譲
及
び
住
宅
資

金
の
貸
し
付
け
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
勤
労
者
に
、
福
利
厚
生

会
社
に
出
資
す
る
事
業
主
団
体
の
構
成
員
で
あ
る
事
業
主
（
一
定

の
も
の
に
限
る
。
）
に
雇
用
さ
れ
る
勤
労
者
を
加
え
る
こ
と
。

四
、
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
か
ら
、
金
融
機
関
等
か
ら
勤
労
者
財

産
形
成
持
家
融
資
に
必
要
な
資
金
を
調
達
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
旨
の
申
し
出
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
雇
用
促
進
事
業
団
は
、
当

分
の
間
、
当
該
資
金
を
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
に
貸
し
付
け
る

業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

五
、
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。

委
員
長
報
告

九
九
ペ
ー
ジ
参
照

地
方
自
治
法
第
百
五
十
六
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
共
職
業
安

定
所
及
び
そ
の
出
張
所
の
設
置
等
に
関
し
承
認
を
求
め
る
の
件
（
閣
承

認
第
二
号
）

要
旨

公
共
職
業
安
定
所
に
関
し
、
行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
そ
の
一

部
を
整
理
統
合
す
る
と
と
も
に
、
近
年
の
地
域
の
実
情
の
変
化
に
伴

い
、
そ
の
配
置
の
適
正
化
を
図
る
必
要
が
生
じ
て
き
て
い
る
。

　
本
件
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
に
お
い
て
行
う
予
定
の
右
の
理
由
に

よ
る
再
編
整
理
に
伴
い
、
横
浜
南
公
共
職
業
安
定
所
ほ
か
公
共
職
業

安
定
所
及
び
そ
の
出
張
所
七
ヵ
所
の
設
置
等
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、

地
方
自
治
法
第
百
五
十
六
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
会
の
承

認
を
求
め
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

委
員
長
報
告

九
九
ペ
ー
ジ
参
照




